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病虫害は少ない。 

花後早めに切り戻す。葉のついている２

～３節を残す程度にするとよい。夏過ぎ

には翌年の花芽が形成されるので、落葉

期は余分なつるを切除する程度がよい。

花殻はいくつか残すと野趣を味わえる。 

擁壁、土止め、ブロック塀や石塀など緑

化しにくい部分にもつるを伸ばす。殺風

景な壁面が緑化されると景が見違えてく

る。半日陰や寒冷地にも適応できる。湿

潤な土壌を好むところはアジサイ同様。 
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○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

イギリスに中世の面影を留めるコッツウォルズ

がある。ツルアジサイが石積の家並に溶け込ん

でいる。 

Memo 

５～７月にガクアジサイに似た花を咲かせる。

ツルアジサイの装飾花は３～４枚、葉には細か

い鋸歯がある。気根を伸ばしながらフェンスや

石垣などにつるを這わせていくので、低木のア

ジサイとは一味違った利用ができる。全国の山

林によく自生しているつる性のアジサイ。 

生長：速い 

草本扱い（保証の観点より） 
特 記 

アジサイ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／つる類／木本植物／在来種 

ツルアジサイ  [ 蔓紫陽花 ]  


